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"雑 ij

"報"

北
海
道
大
学
法
学
部
法
学
会
記
事

O
昭
和
四
六
年
一

O
月
一
日
(
金
)
午
後
一
時
半
l
四
時
半

「
公
務
員
の
争
議
権
を
め
ぐ
る
最
近
の
問
題
点
」

報

告

者

保

原

喜

志

夫

出

席

者

一

一

一

名

公
務
員
の
争
議
権
に
関
す
る
最
近
の
判
例
の
動
き
を
中
心
に
、
そ
の
問
題

点
に
つ
い
て
、
保
原
教
授
か
ら
次
の
よ
う
な
報
告
を
う
か
が
っ
た
。

昭
和
三
二
年
二
月
、
県
財
政
赤
字
解
消
の
た
め
の
教
職
員
定
数
削
減
、
昇

給
停
止
な
ど
の
勤
務
条
件
悪
化
に
反
対
し
て
、
三
日
間
に
わ
た
り
三
割
な
い

し
四
割
の
休
暇
闘
争
を
行
な
っ
た
当
時
の
同
教
組
委
員
長
ら
一
一
名
は
、
右

ス
卜
の
責
任
を
問
わ
れ
、
地
公
法
三
七
条
違
反
と
し
て
、
佐
賀
県
教
委
員
か

ら
最
高
六
カ
月
、
最
低
一
カ
月
の
停
職
処
分
を
受
け
た
。
こ
の
事
件
を
審
理

し
て
い
た
佐
賀
地
裁
は
、
本
件
八
月
一

O
目
、
右
ス
ト
は
地
公
法
三
七
条
が

禁
じ
る
争
議
行
為
に
は
あ
た
ら
な
い
と
し
て
、
右
行
政
処
分
の
取
消
し
を
命

じ
た
。終

戦
と
と
も
に
全
労
働
者
に
保
障
さ
れ
た
は
ず
で
あ
っ
た
争
議
権
は
、
昭

和
二
三
年
七
月
、
当
時
の

G
H
Q
の
指
示
に
基
づ
く
政
令
二

O
一
号
に
よ
り
、

公
務
員
お
よ
び
公
共
企
業
体
等
職
員
に
つ
き
、
そ
の
行
使
が
全
面
的
に
禁
止

さ
れ
、
そ
の
後
こ
の
禁
止
は
国
公
法
、
公
労
法
等
の
法
律
に
と
り
入
れ
ら
れ

'.. 

今
日
に
至
っ
た
。
こ
の
立
法
政
策
に
対
し
て
は
、
か
ね
て
か
ら
、
学
界
は
も

と
よ
り
、
下
級
審
判
例
に
お
い
て
も
批
判
が
強
か
っ
た
が
、
近
時
、
最
高
裁

は
、
全
逓
中
郵
判
決
(
昭
引

-m・
お
〉
お
よ
び
都
教
組
判
決
(
昭
科
・
4
・
2
)
に

お
い
て
、
公
務
員
も
憲
法
二
八
条
の
「
勤
労
者
」
で
あ
っ
て
、
そ
の
争
議
権

は
、
職
務
に
伴
う
内
在
的
な
制
約
の
範
囲
内
で
、
最
大
限
に
尊
重
さ
れ
る
べ

き
で
あ
り
、
少
く
と
も
単
な
る
労
務
の
不
提
供
を
内
容
と
す
る
争
議
行
為
は
、

刑
罰
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
(
い
わ
ゆ
る
刑
事
免
責
が
あ
る
)
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。
こ
の
結
果
、
刑
事
事
件
に
お
い
て
な
さ
れ
た
公
務
員
の
争
議
行

為
を
禁
じ
る
規
定
に
対
す
る
限
定
的
な
解
釈
が
、
行
政
処
分
(
ま
た
は
民
事

法
上
の
制
裁
)
に
ど
の
よ
う
に
影
響
す
る
か
が
次
の
関
心
と
な
っ
て
い
た
。

右
佐
賀
県
教
組
判
決
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
な
さ
れ
た
ス
ト
を
理

由
と
す
る
行
政
処
分
の
取
消
し
を
命
じ
る
最
初
の
も
の
で
あ
っ
て
、
一
地
方

裁
判
所
の
判
決
に
過
ぎ
な
い
と
は
い
え
、
そ
の
意
義
は
画
期
的
な
も
の
が
あ

る
。
本
件
で
は
、
争
議
行
為
に
よ
る
公
務
員
の
利
益
と
住
民
の
利
益
の
保
護

と
の
比
較
衡
量
が
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
の
傾
向
と
し
て

は
、
住
民
(
国
民
)
の
利
益
に
重
大
な
損
害
が
な
け
れ
ば
懲
戒
も
加
え
ら
れ

な
い
と
い
う
判
断
が
、
と
り
わ
け
下
級
審
で
は
一
段
と
強
ま
る
の
で
は
な
い

か
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、
最
高
裁
の
判
断
が
ど
う
出
る
か
は
、
そ
の
裁

判
官
の
構
成
の
変
化
か
ら
考
え
て
も
、
予
測
は
む
ず
か
し
い
。

報
告
後
の
討
論
は
、
ま
ず
佐
賀
地
裁
判
決
の
評
価
の
問
題
か
ら
は
じ
め
ら

れ
た
。
報
告
者
が
「
画
期
的
」
と
評
さ
れ
る
の
は
い
か
な
る
根
拠
に
よ
る
の

か
。
公
務
員
の
地
位
を
契
約
関
係
と
み
る
か
特
別
権
力
関
係
と
み
る
か
で
、

本
件
の
評
価
も
呉
な
る
の
で
は
な
い
か
。
利
益
衡
量
論
は
、
ど
の
程
度
の
適
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用
可
能
性
が
あ
る
か
。
本
件
の
場
合
、
こ
の
利
益
衡
量
論
で
は
、
禁
止
さ
れ

た
争
議
行
為
に
該
当
し
な
い
と
み
な
さ
れ
る
の
か
。
該
当
す
る
が
や
む
を
え

な
い
と
し
て
違
法
性
が
阻
却
さ
れ
る
の
か
。
か
か
る
問
題
の
質
疑
応
答
を
経

て
、
討
論
は
争
議
権
の
本
質
に
ふ
れ
る
点
に
移
っ
た
。
一
般
に
争
議
権
は
い

か
な
る
理
由
か
ら
認
め
ら
れ
る
の
か
。
公
務
員
の
争
議
行
為
の
名
宛
人
は
誰

か
実
害
は
ど
こ
に
及
ぶ
の
か
。
公
務
員
の
争
議
権
制
限
は
い
か
な
る
社
会
的

理
由
に
よ
る
か
な
ど
。
こ
の
よ
う
な
問
題
は
、
単
な
る
法
技
術
上
の
問
題
で

は
な
い
。
い
わ
ば
社
会
哲
学
的
な
考
察
を
要
す
る
問
題
で
あ
る
が
、
こ
の
種

の
事
件
の
真
の
問
題
解
決
は
、
結
局
こ
の
よ
う
な
考
察
に
核
心
が
あ
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

O
昭
和
四
六
年
一

O
月
二
九
日
(
金
〉
午
後
一
時
半

l
四
時
半

「
帰
朝
報
告
l
私
が
出
席
し
た
国
際
学
会
に
つ
い
て

i
」

一

報

告

者

小

山

井

出

席

者

二

五

名

昭
和
四
四
年
六
月
か
ら
二
カ
年
、
パ
リ
大
学
国
際
都
市
日
本
館
館
長
と
し

て
滞
欧
さ
れ
た
小
山
教
授
に
、
そ
の
間
に
教
授
が
出
席
さ
れ
た
国
際
学
会
の

模
様
に
つ
い
て
、
報
告
を
う
か
が
っ
た
。
そ
れ
は
次
の
三
つ
の
学
会
で
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
、
特
色
、
研
究
発
表
の
内
容
、
報
告
者
の
感
想
等
を
含
む

も
の
で
あ
っ
た
。

ロ
弓
、
H，ω問
cm目
白
骨
円
〈
2
2
2
m
E口
問
仏
司

NF〈己目》円高
g
m
H
2
7
3
z
r
z

一

九
七

O
年
四
月
五
|
八
日
、
ウ
ィ
ー
ン
に
て
。
第
一
テ

1
7
、
裁
判
官
と

鑑
定
人
、
第
二
テ

1
7
、
団
体
司
法
と
企
業
司
法
(
〈
耳
宮
口
俊
H
ロ
昆

切
巾
宮
司
『
由
』

5
門
符
)
。

二
画
。
。
g
q
g
F
R自
己
HOE-
母

U
S
F同
の
O
B宮
弘
イ
タ
リ
ー
の
ベ

ス
カ

l
ラ
に
て
。
一
九
七

O
年
八
月
二
九
日

l
九
月
五
日
。

三

ω
R
Z弘
号
-
h岡

M
m
F
4
0ロ
の
0
5
3同
品
。
に
お
け
る
諸
研
究
会
。

1

一
九
七

O
年
二
月
二
五
日
『

5

5
ロ

母

島

R
E
E
E
E
の
第

一
回
総
会
、
も
と
東
京
日
仏
会
館
フ
ラ
ン
ス
総
長
、
現
パ
リ
大
学
教
授

』

R
A
C
E
M
U
Z江
氏
の
C
Z
ω
宮口
Z
8
5
F
E
E
S早
耳

宮

Z
H
S
z
g

《

r
T宮
口

g
o牛
耳
ヨ
と
題
す
る
講
演
。

2

一
九
七

O
年
二
月
二
五
日
亡

ω25ロ
舟

舎

皇

官

官

E-m
と

円』

ω
2円
芯
ロ
乱
。

R
符
湾
内
円
江
5
3ゅ
-
Z
舟
て

H
E
C百
円
島
内

L
H
S
=
H
O
E
-

宮
片
品
分

3

3
と
の
共
催
、
法
政
大
学
士
口
川
経
夫
教
授
の
戸
g
g
g
R
g

常
的
P
3怠
含
B
一
何
回
肖
♀
。
仲
間
】
芯
宮
E
5
3
E
の
OL。
志
ロ
ω
-
P
Vき
ロ

と
題
す
る
講
演
。

3

一
九
七

O
年
六
月
二

l
五
日

T
F
R
8
5
』
包
仏
五
再
開
E
R
G
-

rc口問
B
H暗唱一、

H
a
E
C岬
仏
命
的
問
百
ロ
目
的
』
ロ
ロ
門
出
』
ロ
2

2
旬。一
E
A己
虫
号

て
〉
S
L恥
ヨ
芯
仏
命
的
問
百
R
E
庶
民
D
口
問
=
ゆ
と
の
共
催
、
テ

1

7
は

「
.
2
8
0
8百
2

F
仏

S
F

4

一
九
七

O
年
六
月
一
一
日
定
例
総
会
、
も
と
ブ
カ
レ
ス
ト
大
学
教

授
、
現
パ
リ
大
学
客
員
教
授
の

5
2
2
の
邑
市
再
民
の

3
2
2
2

E
民

2
5
c
g
仏
含
司
B
E
E
Z
合
口
ω
一ω
同
耳
目
2
5ロ
LC
仏
B
X
E
C
S
ω
1

5
・
と
題
す
る
記
念
講
演
。

5

一
九
七

O
年
一

O
月
一
五

l
二

O
日

守

わ

♀

-
8
5
司

B
R
7

回
口
冨
ロ
ロ
z
z
p
パ
リ
と
り
そ
1

ジ
ュ
に
て
。
パ
リ
で
は
、

F
S
H
h
n
c
z
oロ

北法22(4・304)946



事

F 

《凶作曲円。ロ〈
g
巳

c
E
B一再円
7
5
含
片
岡
mEmF]
に
関
し
て
、
オ
ッ
ク
ス
フ

ォ
ー
ド
大
学
。
・
関
与
口
l
m
，完

E
仏
教
授
と
ト
ゥ
ル

l
ズ
大
学
忌

U
U宮
同

教
援
と
の
講
演
。

6

一
九
七

O
年
一
一
一
月
一
五
日
ピ
ω
丹
C
S
含

舟
O
ご

E
E
E討
の

会、

F
g仏戸口己
S

E
〔
】
『

O
U
舟

-ω
【

U
g
n
F
E
U
S
E
T旬
。
ロ
と
題

す
る
報
告
者
の
講
演
。

7

一
九
七
一
年
一
月
一
一
一
日
総
会
、
ブ
ェ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
大
学
教
授

パ
リ
大
学
客
員
教
授
の

H
m
g
i
o
巧
E
N写
氏
の

c
m
H
C
百

FED-

ω
ヨ恥ユ
S
5
n
F
E
M
E
M
H『
日
目
。
円
。
口
口
R
E
E
-
2
5円2
2
S
F
c
a
と
題

す
る
講
演
。

報
告
後
、
五
十
嵐
教
授
か
ら
、
日
本
学
術
会
議
会
員
と
し
て
の
立
場
か
ら
、

わ
が
国
か
ら
の
国
際
学
会
へ
の
出
席
に
関
す
る
右
学
術
会
議
の
利
用
状
況
等

に
つ
い
て
、
若
干
の
説
明
が
あ
っ
た
。
つ
づ
い
て
行
な
わ
れ
た
質
疑
で
は
、

欧
米
に
お
け
る
外
国
法
の
研
究
の
状
況
、
外
国
の
学
者
の
国
際
学
会
へ
の
関

心
・
目
的
、
学
会
の
学
問
的
な
深
さ
、
テ

1
7
の
取
り
上
げ
方
、
等
に
つ
い

て
討
論
さ
れ
た
。
報
告
者
に
よ
れ
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
外
国
法
の
研

究
の
比
重
は
必
ず
し
も
大
き
く
は
な
い
と
さ
れ
(
こ
と
に
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、

比
較
法
へ
の
関
心
は
、
外
国
法
を
知
る
興
味
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
)
、
ま
た
学
会
で
の
報
告
・
討
論
は
、
各
国
が
平
行
線
を
た
ど
り
、
必
ず

し
も
か
み
合
っ
た
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
と
さ
れ
る
。
国
際

学
会
へ
出
席
す
る
に
は
.
語
学
カ
(
こ
と
に
官
包
括
の
能
力
)
に
加
え
て
、

胃
袋
の
強
さ
(
体
力
の
保
持
)
が
必
要
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
の
は
、
報
告

者
の
貴
重
な
体
験
に
も
と
づ
く
ご
助
言
と
思
わ
れ
る
。

t 

O
昭
和
四
六
年
一
一
月
一
二
日
(
金
〉
午
後
一
時
半
五
時
半

「
明
治
憲
法
制
定
を
め
ぐ
る
法
思
想
|
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
憲
法

思
郊
と
の
関
連
に
お
い
て

l
」

報

告

者

深

瀬

忠

一

出

席

者

二

三

名

明
治
憲
法
の
制
定
を
め
ぐ
る
法
思
想
に
つ
い
て
、
深
瀬
教
授
か
ら
次
の
よ

う
な
報
告
を
う
か
が
っ
た
。

報
告
者
は
、
次
の
三
点
か
ら
こ
の
問
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
さ
れ
る
。
て
何

故
明
治
憲
法
が
ド
イ
ツ
流
の
憲
法
思
想
を
採
り
い
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の

か
、
そ
の
実
践
的
・
理
論
的
背
景
。
二
、
ド
イ
ツ
憲
法
思
想
の
内
容
分
析
と
ロ

エ
ス
レ
ル
の
位
置
づ
け
お
よ
び
日
本
へ
の
影
響
。
一
一
一
、
岩
倉
、
伊
藤
、
井
上
ら

に
抱
か
れ
た
日
本
独
自
の
憲
法
思
想
(
こ
と
に
国
体
観
念
)
の
意
義
。
〔
第
一

点
に
つ
い
て
〕
明
治
天
皇
政
権
の
復
活
と
同
時
に
君
主
憲
法
採
用
の
基
礎
は

確
立
し
て
お
り
、
そ
の
根
本
規
範
は
す
で
に
決
ま
っ
て
い
た
。
従
っ
て
、
そ

の
後
の
憲
法
の
制
定
は
君
主
憲
法
の
選
択
で
は
な
い
。
た
だ
制
度
的
確
立
に

は
、
東
洋
的
政
治
観
念
は
役
立
た
ず
、
欧
米
の
立
憲
主
義
に
範
が
求
め
ら
れ

た
。
当
時
、
民
間
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
流
の
憲
法
思

想
が
か
な
り
優
勢
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ド
イ
ツ
立
憲
君
主
制
思
想

に
立
脚
し
た
の
は
、
政
府
指
導
者
に
よ
る
民
権
に
対
す
る
君
権
の
防
衛
で
あ

る
。
〔
第
二
点
に
つ
い
て
〕
日
本
に
採
り
い
れ
ら
れ
た
憲
法
思
想
は
、
ド
イ
ツ

に
お
け
る
比
較
的
保
守
派
の
憲
法
思
想
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
窮
極
に
お
い
て

国
王
権
力
を
拘
束
し
な
い
「
立
憲
主
義
」
思
想
で
あ
り
、
「
君
主
主
義
原
理
」

を
貫
ぬ
き
、
国
王
の
人
格
的
支
配
を
認
め
る
。
そ
れ
が
ロ
エ
ス
レ
ル
を
通
し
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て
日
本
に
移
植
さ
れ
る
。
そ
の
際
の
ロ
エ
ス
レ
ル
の
日
本
へ
の
影
響
は
、
次

の
意
味
で
三
重
の
影
響
を
も
っ
た
。
彼
の
井
上
(
岩
倉
〉
に
及
ぼ
し
た
憲
法
思

想
、
伊
藤
の
訪
欧
に
お
け
る
具
体
的
・
綿
密
な
助
言
、
憲
法
草
案
作
成
へ
の

積
極
的
参
加
。
た
だ
天
皇
に
対
す
る
見
方
に
つ
い
て
は
、
彼
は
、
万
世
一
系

永
遠
的
君
主
と
み
る
明
治
政
府
指
導
者
の
見
方
に
反
対
し
、
基
本
的
に
は
天

皇
機
関
説
の
立
場
で
あ
っ
た
。
〔
第
三
点
に
つ
い
て
〕
岩
倉
、
伊
藤
、
井
上
ら

の
日
本
独
自
の
国
体
観
念
が
深
層
に
お
い
て
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
た
。

そ
れ
は
神
話
的
古
代
天
皇
制
の
復
活
で
あ
り
、
一
種
の
世
襲
カ
リ
ス
マ
制
と

い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
国
体
観
念
が
明
治
憲
法
の
根
本
規
範
を
な

し
て
い
た
。
そ
の
点
に
ド
イ
ツ
立
憲
君
主
主
義
と
の
重
要
な
相
違
が
み
ら
れ

る
。
し
か
し
、
か
か
る
国
体
観
念
は
根
元
的
に
は
近
代
的
意
味
の
立
憲
主
義

と
調
和
し
難
い
も
の
で
あ
っ
た
。

報
告
後
の
討
論
で
は
、
日
本
政
治
史
や
日
本
史
の
専
門
研
究
者
(
法
学
部

引
松
沢
教
授
、
岡
助
教
授
、
文
学
部
H
永
井
教
授
等
)
が
加
わ
り
、
き
わ
め

て
活
発
で
か
つ
興
味
あ
る
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。
こ
と
に
、
明
治
政
府
の
指

導
者
に
よ
る
国
体
観
念
の
と
ら
え
方
に
つ
い
て
、
報
告
者
は
、
神
話
的
古
代

天
皇
制
を
め
ざ
す
国
体
観
が
井
上
や
伊
藤
ら
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
か
か

る
見
方
に
異
論
が
多
か
っ
た
。
ま
ず
国
体
の
観
念
そ
の
も
の
に
も
変
遷
が
あ

っ
た
が
、
井
上
や
伊
藤
に
は
、
政
治
的
神
話
と
し
て
の
国
体
観
は
抱
か
れ
て

い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
意
味
で
、
明
治
憲
法
の
思
想
の
中
に

は
、
神
話
的
・
非
合
理
的
な
要
素
は
な
く
、
伊
藤
な
ど
は
基
本
的
に
は
、
天

皇
機
関
説
に
立
脚
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
、
当
時
、

議
会
の
力
が
強
く
な
り
、
国
王
の
神
聖
性
は
す
で
に
失
わ
れ
て
い
た
の
で
は

な
い
か
。
た
だ
、
明
治
の
指
導
者
に
天
皇
神
聖
観
が
は
じ
め
か
ら
あ
ま
り
強

く
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
あ
る
程
度
神
霊
化
す
る
こ
と
が
、
法
制
度
の
確
立
に

は
便
利
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
認
め
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、

万
世
一
系
の
天
皇
統
治
は
、
い
わ
ゆ
る
世
襲
カ
リ
ス
マ
制
と
は
別
の
も
の
で

あ
り
、
ま
た
西
洋
の
正
統
主
義
公
認

E
E
B
)
と
も
異
な
る
も
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
総
じ
て
、
報
告
者
と
質
問
者
と
意
見
の
喰
い
違
い
が
目
立
っ
た
討

論
で
あ
っ
た
。
報
告
者
の
意
見
は
、
わ
が
国
の
憲
法
学
の
研
究
を
ふ
ま
え
た

も
の
で
あ
ろ
う
が
、
か
か
る
喰
い
違
い
が
、
直
ち
に
憲
法
学
者
と
政
治
学
者

の
見
方
の
相
違
で
あ
る
と
断
ず
る
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
適
当
で
は
な

か
ろ
う
。
興
味
あ
る
有
益
な
討
論
で
あ
っ
た
。
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編

集

後

記

0
・
:
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
、
二
二
巻
四
号
を
お
く
る
。
こ
こ
に
新
人
の
論
策

を
ふ
く
む
六
編
。
創
刊
号
以
来
の
既
載
累
計
は
二
八

O
編
に
お
よ
ぶ
。
顧
み

て
、
誌
上
を
彩
る
執
筆
者
の
顔
ぶ
れ
に
は
消
長
が
あ
り
、
研
究
テ
1

マ
の
分

布
に
も
変
遷
が
あ
っ
た
。
と
は
い
え
、
本
誌
二
二
年
の
歩
み
は
、
そ
の
ま
ま
、

歴
然
た
る
わ
が
学
部
発
展
の
跡
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
同
時
に
、
学
界

の
歩
み
で
あ
る
こ
と
を
自
負
し
え
ぬ
憾
み
は
あ
る
が
。

0
・
:
か
つ
て
、
み
ず
か
ら
執
筆
陣
に
名
を
列
ね
る
こ
と
を
編
集
委
員
の
任
と

し
た
時
期
が
あ
っ
た
。
い
ま
や
、
原
稿
の
豊
鏡
は
、
編
集
子
を
こ
の
種
の
負

担
か
ら
解
放
し
、
む
し
ろ
執
筆
上
の
謙
抑
を
こ
そ
、
そ
の
任
と
し
た
観
が
あ

る
。
む
ろ
ん
量
的
な
絢
欄
は
、
か
な
ら
ず
し
も
質
的
な
充
実
を
意
味
し
な

い
。
か
り
に
現
在
の
傾
向
が
つ
づ
く
と
す
れ
ば
、
予
算
面
の
配
慮
を
措
く
と

し
て
も
、
早
晩
、
枚
数
そ
の
他
執
筆
条
件
の
規
制
、
登
載
原
稿
の
選
別
・
評

価
な
ど
、
思
い
き
っ
た
対
応
を
考
え
る
必
要
に
迫
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
大
学

に
お
け
る
研
究
発
表
の
自
由
と
は
何
か
、
が
あ
ら
た
め
て
問
わ
れ
る
こ
と
に

な
る
。

。
:
・
札
幌
五
輪
の
閉
幕
。
華
や
か
な
五
色
の
短
き
は
消
え
た
。
人
そ
れ
ぞ
れ

に
感
慨
と
余
韻
を
の
こ
し
て
。
ス
ポ
ー
ツ
の
燦
を
よ
そ
に
、
本
誌
は
わ
が
道

を
ゆ
く
。
も
と
よ
り
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
栄
光
は
望
む
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
た

だ
、
時
代
の
進
展
に
棒
さ
し
つ
つ
学
界
を
リ
ー
ド
す
る
、
着
実
な
業
績
の
開

拓
を
念
う
の
み
。

(
編
集
委
員
〉

γ
」

一ざロ

第
二
二
巻
第
三
号
二
九
九
頁
下
段

正

誤

三
行
目

:
示
し
て
く
れ
た
と
、
報
告
:

八
行
自

国
民
が
キ
ク

A
知
る
権
利

V

B 

正

示
し
て
く
れ
た
。
報
告
:
・

国
民
の

A
知
る
権
利

V

次

号
(
綿
一
七
一
一
時
)
予

論
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債
権
譲
渡
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一
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ロ
シ

ア
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国

お
け
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貸
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第
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社
会
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同

|
ツ
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メ
ル
ヴ
ア
ル
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|

西
ト
イ
ツ
割
賦
金
融
会
社
を
め
ぐ
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